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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの番組信号及び複数のデータサービスに関連するデータ信号を具えたラジ
オデータシステム信号を送信する送信機を具えたラジオ放送システムであって、前記複数
のデータサービスのうちの少なくとも１つに関連するデータ信号は、前記番組信号に関連
する情報を含み、各データ信号はグループを具え、各グループは、異なるデータサービス
を識別するためのグループ形式コードを具え、前記グループの残りのデータビットが前記
データサービスのデータを具えているか前記データサービスに関連する情報を具えている
かを区別するための少なくとも１つのデータビットを具え、同じグループ形式コードを有
するグループは、１つのデータサービスのデータ及び前記１つのデータサービスに関連す
る情報を具え、少なくとも１つのデータサービスは、前記番組信号が提供されるネットワ
ークとは異なるネットワーク上で提供され、前記少なくとも１つのデータサービスに関連
する情報は、前記少なくとも１つのデータサービスを提供する前記ネットワークの情報を
具え、
前記ラジオ放送システムがさらに、前記送信機によって送信されたラジオデータシステム
信号を受信し、受信したラジオデータシステム信号を処理すべく構成された受信機を具え
ていることを特徴とするラジオ放送システム。
【請求項２】
請求項１に記載のラジオ放送システムにおいて、前記送信機が、関係データを搬送する他
のデータサービスについての情報を含む前記データサービスに関連する情報を送信すべく
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構成され、前記関係データは、前記受信機の同調を前記他のデータサービスに関連するデ
ータ信号を受信するための周波数に切り替えるための切替え情報を含むことを特徴とする
ラジオ放送システム。
【請求項３】
少なくとも１つの番組信号及び複数のデータサービスに関連するデータ信号を具えたラジ
オデータシステム信号を受信機に送信するラジオ放送送信機であって、前記複数のデータ
サービスのうちの少なくとも１つに関連するデータ信号は、前記番組信号に関連する情報
を含み、前記データ信号は異なるデータサービスを識別するためのグループ形式コードを
有するグループを具え、各グループは、前記グループの残りのデータビットが前記データ
サービスのデータを具えているか前記データサービスに関連する情報を具えているかを区
別するための少なくとも１つのデータビットを具え、同じグループ形式コードを有するグ
ループは、１つのデータサービスのデータ及び前記１つのデータサービスに関連する情報
を具え、少なくとも１つのデータサービスは、前記番組信号を提供するネットワークとは
異なるネットワーク上で提供され、前記少なくとも１つのデータサービスに関連する情報
は、前記少なくとも１つのデータサービスを提供する前記ネットワークの情報を具えるこ
とを特徴とするラジオ放送送信機。
【請求項４】
ラジオ放送送信機からのラジオデータシステム信号を受信し、前記受信したラジオデータ
システム信号を処理するラジオ放送受信機であって、前記ラジオデータシステム信号は少
なくとも１つの番組信号及び複数のデータサービスに関連するデータ信号を具え、前記複
数のデータサービスのうちの少なくとも１つに関連するデータ信号は、前記番組信号に関
連する情報を含み、前記データ信号は、異なるデータサービスを識別するためのグループ
形式コードを具え、各グループは、前記グループの残りのデータビットが前記データサー
ビスのデータを具えているか前記データサービスに関連する情報を具えているかを区別す
るための少なくとも１つのデータビットを具え、同じグループ形式コードを有するグルー
プは、１つのデータサービスのデータ及び前記１つのデータサービスに関連する情報を具
え、少なくとも１つのデータサービスは、前記番組信号を提供するネットワークとは異な
るネットワーク上で提供され、前記少なくとも１つのデータサービスに関連する情報は、
前記少なくとも１つのデータサービスを提供する前記ネットワークの情報を具えることを
特徴とするラジオ放送受信機。
【請求項５】
少なくとも１つの番組信号及び複数のデータサービスに関連するデータ信号を具えたラジ
オデータシステム信号を送信機によって送信するステップであって、前記複数のデータサ
ービスのうちの少なくとも１つに関連するデータ信号が、前記番組信号に関連する情報を
含むところのステップを具え；
前記データ信号は、異なるデータサービスを識別するためのグループ形式コードを有する
グループを具え；
各グループは、前記グループの残りのデータビットが前記データサービスのデータを具え
ているか前記データサービスに関連する情報を具えているかを区別するための少なくとも
１つのデータビットを具え、
同じグループ形式コードを有するグループは、１つのデータサービスのデータ及び前記１
つのデータサービスに関連する情報を具え、前記少なくとも１つのデータサービスは、前
記番組信号を提供するネットワークとは異なるネットワーク上で提供され、前記少なくと
も１つのデータサービスに関連する情報は、前記少なくとも１つのデータサービスを提供
する前記ネットワークの情報を具えることを特徴とするラジオ放送方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、少なくとも１つの番組信号およびデータ信号を具えるラジオデータシステム（
ＲＤＳ）信号を送信および受信する送信機および受信機を具え、前記データ信号が、この
データ信号中に示されている前記番組信号に関連する情報を具える、ラジオ放送システム
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に関係する。
【０００２】
本発明は、少なくとも１つの番組信号およびデータ信号を具えるラジオデータシステム（
ＲＤＳ）信号を送信し、前記データ信号が、このデータ信号中に示されている前記番組信
号に関連する情報を具える、ラジオ放送送信機に関係する。
【０００３】
本発明は、少なくとも１つの番組信号およびデータ信号を具えるラジオデータシステム（
ＲＤＳ）信号を受信し、前記データ信号が、このデータ信号中に示されている前記番組信
号における情報を具える、ラジオ放送受信機にも関係する。
【０００４】
本発明は、少なくとも１つの番組信号およびデータ信号を具えるラジオデータシステム（
ＲＤＳ）信号を送信および受信するラジオ放送方法であって、前記データ信号が、このデ
ータ信号中に示されている前記番組信号に関連する情報を具えるラジオ放送方法にさらに
関係する。
【０００５】
このようなラジオ放送システムは、１９９２年４月にＣＥＮＥＬＥＣによって参照番号Ｅ
Ｎ５００６７：１９９２の下で刊行されたラジオデータシステム（ＲＤＳ）の仕様書から
既知である。このＦＭラジオ放送システムにおいて、番組信号は、キャリヤに周波数変調
されており、データ信号は、５７ｋＨｚのサブキャリヤに変調され、該データにおいて示
される番組信号についての情報を具える。この示される番組信号を、随伴する番組信号と
することができ、または、随伴する番組信号に関係する番組信号とすることができる。こ
の情報は、前記示される番組信号が放送されるネットワークの識別や、同じ番組信号を受
信することができる代わりの周波数や、該番組信号を放送するネットワークに関係する交
通情報を具える他のネットワークに対する切替えに関するリンク情報、等を具える。一般
に、この情報は、同一のまたは関係する番組信号に関するインフラストラクチャに関係す
る。これは、データサービスが前記データ信号における情報に含まれる場合、このデータ
サービスが、前記番組信号と同じインフラストラクチャを共有することを意味する。
【０００６】
本発明の目的は、前記データ信号におけるデータサービスが、もはや前記番組信号に関係
するインフラストラクチャに制限されないラジオ放送システムを提供することである。
【０００７】
本発明によるラジオ放送システムは、前記データ信号が、データサービスのデータと、前
記データサービスに関連する情報とをさらに具えることを特徴とする。
【０００８】
本発明による送信機は、前記データ信号が、データサービスのデータと、前記データサー
ビスに関連する情報とをさらに具えることを特徴とする。
【０００９】
本発明による受信機は、前記データ信号が、データサービスのデータと、前記データサー
ビスに関連する情報とをさらに具えることを特徴とする。
【００１０】
本発明による方法は、前記データ信号が、データサービスのデータと、前記データサービ
スに関連する情報とをさらに具えることを特徴とする。
【００１１】
本発明による信号は、前記データ信号が、データサービスのデータと、前記データサービ
スに関連する情報とをさらに具えることを特徴とする。本発明は、データサービスのデー
タを前記データ信号に前記データサービスにおける情報と共に加えることによって、前記
データサービスを、前記番組サービスを放送するネットワークと実際的に異なる送信機の
ネットワークにおいて放送することができるという認識を基礎としている。この方法にお
いて、例えば、前記データサービスに関する有効受信領域を、前記番組信号の有効受信領
域と異ならせることができる。この結果、サービス提供者に関して前記データサービスを
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提供する柔軟性が増加する。前記データサービスに関連する情報は、前記データサービス
の識別と、前記データサービスを放送している代わりの周波数と、前記データサービスの
有効受信領域についての情報、等を具えてもよい。
【００１２】
本発明によるラジオ放送システムの一実施例は、前記システムをＲＤＳシステムとしたこ
とを特徴とする。本発明が特に有利であるラジオ放送システムの一例は、前記ラジオデー
タシステムである。
【００１３】
本発明によるラジオ放送システムの一実施例は、前記データ信号を、異なった形式のデー
タ間を識別するグループ形式コードを有するグループに構成し、前記同じグループ形式コ
ードを有するグループを、前記データサービスのデータと、前記データサービスに関連す
る情報とを送信するのに使用することを特徴とする。この方法によって、個々のデータサ
ービスのデータおよび情報を、前記グループ形式コードを使用して分類する。これは、前
記受信機において、前記データサービスに関連するデータのグループの簡単かつ効果的な
識別を可能にする。このようなコードの一例は、前記ラジオデータシステムにおいて使用
されるグループ形式コードである。
【００１４】
本発明によるラジオ放送システムの一実施例は、１つのグループが、残りのデータビット
が前記データサービスのデータを具えるか、または前記データサービスに関連する情報を
具えるかを識別する１つのデータビットを具えることを特徴とする。これは、データサー
ビスのデータと、前記データサービスに関連する情報とを識別する簡単な方法を受信機に
与える。
【００１５】
本発明によるラジオ放送システムの一実施例は、前記データサービスに関連する情報が、
関係するデータサービスについての情報を具えることを特徴とする。この方法において、
関連するデータを搬送する、あるデータサービスから他のデータサービスへのリンクが可
能となる。ここで、いくつかのデータサービスにおいて、したがっていくつかのネットワ
ークにおいて送信される所望のデータを集めることができる。
【００１６】
本発明によるラジオ放送システムの一実施例は、前記関係するデータサービスに関連する
情報が、前記受信機の同調を前記関係するデータサービスを受信する周波数に切り替える
ための切替え情報を具えることを特徴とする。これは、前記データサービスを搬送するあ
るネットワークから前記関係するデータサービスを放送する他のネットワークへの確実な
切替えを可能にする。このような切替え情報は、前記関係するデータサービスを受信する
ことができる代わりの周波数と、前記関係するデータサービスを提供するサービス提供者
の識別と、前記関係するデータサービスの識別、等を具えてもよい。前記切替え情報は、
前記切替えのトリガ情報を具えることもできる。この場合において、受信機は、切替えが
起こるべき瞬間と、あるいは同様に（このような情報が与えられているならば）前記切替
えの持続時間とを決定することができる。
【００１７】
本発明の上記目的および特徴は、以下の図面の参照に関する好適実施例の説明からより明
らかになるであろう。
【００１８】
これらの図において、同一の部分には同じ参照符を与えた。前記フローチャートにおいて
、“Ｙ”はブロックにおける条件が満たされたことを意味し、“Ｎ”はブロックにおける
条件が満たされないことを意味する。
【００１９】
本発明は、データサービスの一部であるデータを送信するシステムを提供する。本発明は
、このようなシステムにおいて使用する送信機および受信機も提供する。本発明は、さら
に、このようなデータを送信し、受信する方法を提供する。本発明は、このようなデータ
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を具える信号も提供する。複数の送信機を使用してデータサービスを送信した場合、受信
機が前記データサービスの受信に関して最も強い送信機を選択できることが望ましいであ
ろう。この目的のために、前記受信機は、前記データサービスを受信することができる代
わりの周波数を知る必要がある。さらに、広範な情報を、前記提供されるデータサービス
に提供することが望ましいであろう。これは、受信機が、前記データサービスを処理する
ことができるかどうか、および／または所望のデータサービスであるかどうかを決定する
ことを可能にする。加えて、時々、前記データサービスがすべての所望のデータを提供で
きない場合、この所望のデータの一部を他のネットワークにおいて利用できるようにして
もよい。このように、前記受信機が、前記所望のデータの受信のために他のネットワーク
に自動的に切り替わり、受信後再び元に切り替わることができるようにするために、ある
種のリンクをこの他のネットワークに与えることが望ましい。一般に、本発明は、データ
サービスを提供し、これは、そのデータサービスについての追加の情報を含む。この追加
の情報は、前記サービスそれ自身についての情報、例えば、
－　前記データサービスの識別や、
－　前記サービス提供者の識別や、
－　前記データサービスの有効受信領域を具えてもよい。前記追加の情報は、前記データ
サービスを受信することができる周波数についての情報を提供してもよく、これはＲＤＳ
において提供される代わりの周波数に相当する。これは、前記データサービスを受信する
受信機が、最適な受信可能性を得ることを可能にする。さらに、前記追加の情報は、前記
データサービスの他のデータサービスへのリンクに関するリンク情報を提供することもで
きる。これは、前記データサービスそれ自身はすべての必要な情報を提供することができ
ないが、その欠けている情報をその当のデータサービスにリンクされた他のデータサービ
スにおいて得られる状況において有用である。本発明は、番組信号およびデータ信号を送
信し、前記データ信号が前記データサービスのデータを具えるシステムにおいて特に有用
である。前記データ信号は、さらに、前記番組の代わりの周波数についての情報や、前記
番組の識別、等のような番組に関係した情報を具える。しかしながら、この番組に関係し
た情報は、前記データサービスには有用でないかもしれない。ようするに、前記データサ
ービスを提供するサービス提供者は、前記番組提供者とはまったく異なるかもしれない。
さらに、前記データサービスは、前記番組信号を送信する送信機のネットワークとは異な
る送信機のネットワークにおいて送信されるかもしれない。このように、前記番組に関係
した情報は、前記データサービスに適用できないかも知れず、これは、前記番組に関係し
た情報において提供された代わりの周波数を、前記データサービスの最適な受信を得るた
めに使用することができないことを意味する。したがって、本発明は、随伴する番組信号
とは別々に取り扱うことができるデータサービスを提供する。
【００２０】
図１は、本発明によるラジオ放送システムの図である。本システムは、データサービスと
、そのデータサービスについての追加の情報とを送信するように配置されている送信機１
０を具える。前記送信機を、番組信号を同時に送信するように配置する。この場合におい
て、キャリヤを変調する前に、前記データサービスを適切な変調によってサブキャリヤに
変調し、前記番組信号に付加する。本システムは、さらに、少なくとも１つの受信機１１
と、あるいは複数の受信機１１..Ｎとを具える。前記受信機を、前記データサービスと、
前記データサービスについての追加の情報とを受信するように配置する。さらに、受信機
１１を、前記データサービスにおいて送信されたデータを、前記データサービスによって
または前記追加の情報において確認されたデータ形式に従って処理するように配置する。
受信機１１を、前記追加の情報を処理するようにも配置する。この例を、この説明におい
て後に与える。
【００２１】
本発明を用いることができるシステムは、ラジオデータシステムである。このラジオデー
タシステムは、５７ｋＨｚのサブキャリヤに変調されたデータ信号を提供する。この変調
されたサブキャリヤを、番組信号と共に、キャリヤに周波数変調する。このＲＤＳにおけ
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るデータ信号を、各々が１０４ビットのグループに構成し、これらの各々のグループを、
２６ビットの４つのブロックに分割し、１６データビットおよび１０ビットを、チェック
ワードおよびオフセットのために確保する。各々のグループは、３７自由ビット、すなわ
ち、第２ブロックにおける５ビットと、第３および第４ブロックの各々における１６ビッ
トとを搬送する。これらの自由ビットをデータの送信に使用することができる。他のビッ
トは、すでに確保されている。前記グループを、前記第２ブロックにおいて搬送されるい
わゆるグループ形式コード（Group Type Code）であるグループ識別子によって識別する
。４ビットを具えるこのグループ形式コードによって、１６の異なったグループ形式を識
別することができる。ここまでで、各々のグループ形式は、別々のデータサービスを識別
し、これらのデータサービスのいくつかは番組に関係し、いくつかは番組に関係しない。
番組に関係するデータサービスを、例えば、グループ形式０（前記番組に対する代わりの
周波数を与える基本同調および切替え情報）、１（番組項目番号等）、１４（受信された
前記番組を具えるネットワークを他のネットワークにリンクするためのリンク情報を与え
る増大した他のネットワーク（Enhanced Other Networks）。現在受信されているネット
ワークが交通情報を具えていない場合において、前記ＥＯＮ特徴は、交通情報を搬送する
他のネットワークへの切替えの方法を提供する）において提供する。番組に関係しないデ
ータサービスを、例えば、グループ形式５（透明データチャネル）、７（ラジオページン
グ）および８（交通メッセージチャネル）において提供する。ＲＤＳについての詳細な情
報に関しては、１９９２年４月にベルギーのブリュッセルのＣＥＮＥＬＥＣによって刊行
された“ラジオデータシステム（ＲＤＳ）の仕様書”、ＥＮ５００６７が参考になる。
【００２２】
図２は、本発明によるラジオ放送受信機を示す。受信機１１は、キャリヤに変調された情
報を受信し、復調する受信手段１０１を具える。受信手段１０１の出力部を、サブキャリ
ヤに別個に変調されているかもしれない前記データ信号を復調する復調手段１０２に結合
する。復調手段１０２の出力部を、前記復調されたデータ信号を処理するコントローラ１
０３に結合する。コントローラ１０３を、コマンドを受け、聴覚および視覚情報を表示す
るユーザインタフェース１０４に結合する。コントローラ１０３を、データを格納する格
納手段１０５にも結合する。コントローラ１０３を、受信手段１０１にも結合し、同調情
報を前記受信手段に提供し、同調に関する情報、例えば、受信手段１０１が適切に同調し
たらそれを示す同調指示子や、受信品質表示度数等を受ける。しかしながら、これは、本
発明にとって必須ではない。図２の受信機は、前記ラジオデータシステムによるデータ信
号の場合において、番組信号およびデータ信号によって周波数変調されたキャリヤを受け
るのに特に好適である。このシステムにおけるデータ信号は、５７ｋＨｚのサブキャリヤ
に変調されている。
【００２３】
ＲＤＳにおいて、グループ形式コード８を、交通メッセージチャネルであるデータサービ
スのために受信する。このグループにおいて、符号化交通メッセージを送信し、このメッ
セージを、受信機においてデータベースの援助によって視覚および音声信号に復号するこ
とができる。このデータベースは、交通の場所や交通の事象についての情報を視覚および
／または音声フォーマットにおいて具える。前記符号化交通メッセージを、警報Ｃ（Aler
t C）プロトコルに従って実現する。警報Ｃプロトコルに関しては、１９９０年１１月に
ＲＤＳ　ＡＬＥＲＴコンソーシアムの監督の下に刊行された予め標準として提案された“
警報Ｃ、交通メッセージ符号化プロトコル”が参考になる。本発明の例において、警報Ｃ
プロトコルに従った交通メッセージを、別個のグループ形式コードに割り当てた。しかし
ながら、前記グループ形式コードを、警報Ｃを拡張する／継承する他のプロトコルすなわ
ち警報プラス（Alert Plus）と共有する場合、正しいプロトコルを識別するために１ビッ
トを受信する必要がある。本例において、警報Ｃメッセージのみを送信すると仮定する。
ここで、ブロック２におけるビットＢ４を以下のように使用する。“０”は、残りの３６
ビットが警報Ｃメッセージを具えることを識別し、“１”は、残りの３６ビットが追加の
情報を具えることを識別する。本発明は、前記追加の情報を扱うため、警報Ｃメッセージ
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をさらには説明しない。追加の情報を送信した場合、Ｂ４＝“１”によって識別され、ビ
ットＢ４..Ｂ０は、前記追加の情報の異なった部分を識別するアドレス番号を具える。
【００２４】
図３Ａ..３Ｎは、本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣの図を示す。図３Ａは
、３つに分割されたＲＤＳグループの残りの３７ビット、すなわち、第２ブロックにおけ
る５ビット（Ｂ４..Ｂ０）、第３ブロックにおける１６ビット（Ｃ１５..Ｃ０）および第
４ブロックにおける１６ビット（Ｄ１５..Ｄ０）を示す。アドレス番号“００００”によ
って識別されるデータは、以下の情報を具える（図３Ｂ参照）。
【００２５】
－　代わりの周波数指示子ＡＦＩ（１ビット）。前記データサービスが、現在受信されて
いる番組の代わりの周波数を使用できる場合、この代わりの周波数指示子を“１”に設定
する。前記データベースの代わりの周波数のリストが、現在受信されている番組の代わり
の周波数のリストの役に立たない場合、ＡＦＩを“０”に設定する。
－　サービス識別ＳＩＤ（８ビット）。このサービス識別は、前記データサービスを提供
するサービス提供者を識別するのに役に立つ。このサービス識別を、許可を得た者によっ
て定めるべきである。
－　データ形式識別子ＤＴＩ（１１ビット）。このデータ形式識別子、正確にはデータサ
ービス識別子は、前記データサービスを識別するのに役に立つ。ＴＭＣの例において、こ
れは、警報Ｃプロトコルまたは警報プラスプロトコルを識別する識別子である。
－　データベース番号ＤＢ（６ビット）。ＴＭＣの例において、このデータベース番号は
、サービスが関係するデータのデータベースを識別する。このデータベースは、例えば、
交通メッセージの場所および事象を復号化するのに必要であり、符号化交通メッセージの
視覚または音声テキストへの変換を具えることができる。他のデータサービスに関して、
このデータベースは、前記データサービスにおけるデータの復号化に必要な復号化または
変換情報を含んでもよい。
－　サービスプロファイルＳＰ１（５ビット）。図３Ｂにおいて、ＳＰ１の１ビットをブ
ロック３に置き、他の４ビットをブロック４に置く。これらの５ビットの第１のビットは
、前記サービスが全ヨーロッパのサービスであるかどうかを識別する。第２ビットは、国
内サービスであるかどうかを識別し、第３ビットは、超地域的なサービスであるかどうか
を識別し、第４ビットは、地域的なサービスであるかどうかを識別し、第５ビットは、地
方または都市のサービスであるかどうかを識別する。これらの５ビットを互いに独立して
設定することができ、これは、データサービスを、超地域的および国内の双方とすること
ができ、前記５つの可能性のどのような組み合わせとすることもできることを意味する。
このように、サービス識別子ＳＰ１は、基本的なＴＭＣサービスの有効受信領域を示す。
－　属性リンク指示子ＧＬ（１ビット）。このビットが“０”に設定されている場合、属
性リンクは許可されない。このビットが“１”に設定されている場合、属性リンクは許可
され、これは、ＰＩコードＰＱＲＳ（各々の文字が４ビットである）を有する現在の番組
を、ＰＩコードＰｘＲＳを有する番組に属性的にリンクすることを意味し、ここで、ｘは
、１６進法で４ないしＦの範囲である。
【００２６】
このように、アドレス“００００”を有するグループは、前記データサービスそれ自身に
関係する追加の情報を提供する。この情報を、受信されたデータサービスが正しいもので
あるかどうかを決定するのに使用することができる。例えば、サービス提供者が予期しな
いものである場合、前記データサービスもまったく予期しないものであるかもしれず、逆
もまた同じである。受信機が正確な番号を有するデータベースを有していない場合、前記
データサービスのデータを復号化できないかもしれない。ユーザが、前記サービスのある
有効受信領域、例えば、国内有効受信範囲に興味がある場合、ユーザは、地域的のみであ
るデータサービスを欲しがらないかもしれない。このように、これらの情報の項目をすべ
て使用して、データサービスを選択および／または識別することができる。
【００２７】



(8) JP 4447053 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

アドレス“０００１”を、前記データサービスを受信することができる代わりの周波数を
送信するために確保することができる。データサービスが随伴する番組として同じＡＦを
有する場合、ＡＦＩを設定し、前記番組のＡＦが使用できることを示す。しかしながら、
前記データサービスのＡＦが同じでない場合、または、前記番組のこれら以外にＡＦが存
在する場合、アドレス“０００１”は、これらのＡＦを送信するための容量を与える。こ
れらの代わりの周波数と共に、前記代わりの周波数における番組のＰＩコードを送信し、
前記データサービスを受信するための正しい番組を受信しているかどうかが分かるように
受信機が検査できるようにすることができる。このアドレスコードと共に送信される代わ
りの周波数を、この情報はＲＤＳの０Ａグループにおいて既に送信されているため、好適
には、現在受信されている番組の代わりの周波数でなくする。前記代わりの周波数を送信
する方法は、０Ａグループに関して規定したのと同じでよい。このように、ＡＦのマッピ
ングを、第２の代わりの周波数において受信される番組のＰＩコードを追加すると共に行
う。このように、図３Ｃにおけるブロック３は、代わりの周波数の２つの対を具え、ブロ
ック４は、他の代わりの周波数において受信される番組に関連するＰＩコードを具える。
【００２８】
図３Ｄおよび３Ｅにおけるアドレス“００１０”および“００１１”を、各々、各々のア
ドレスに関する３２ビットの残りのデータ領域において４文字の、表示目的のための合計
８つの８ビット文字ＣＨＲ１..ＣＨＲ８を伝送するために確保することができる。これら
の文字を使用して、例えば、前記データサービスを提供するサービス提供者の名前を表示
してもよい。この方法において、ＲＤＳの０Ａおよび０Ｂグループにおいて伝送される番
組サービスネームの文字と同じである。
【００２９】
図３Ｆにおけるアドレス“０１００”を、前記追加のサービスの、すなわち、ビットＢ４
を“１”に設定したこれらのＴＭＣグループの、フォーマットがＳＰ１と同様のサービス
プロファイルＳＰ２を伝送するのに使用してもよい。したがって、このサービスプロファ
イルは、（ビットＢ４を“０”に設定することによって識別される）基本ＴＭＣサービス
のサービスプロファイルＳＰ１と異なってよいが、実現する必要はない。
【００３０】
アドレス“０１０１”、“０１１０”、“０１１１”および“１０００”（各々、図３Ｉ
、３Ｊ、３Ｇおよび３Ｈ）を、前記データサービスを、他のネットワークにおいて提供さ
れるデータサービスにリンクするための情報を伝送するために確保することができる。こ
のリンクは、ＲＤＳのＥＯＮ特徴によって提供されるリンクと同様であるが、ＥＯＮ特徴
は、番組信号にのみ関係し、データ信号において含まれるデータサービスには関係しない
。このように、本発明は、ＥＯＮのような特徴をデータサービスに関して提供する。アド
レス“０１０１”および“０１１０”を、前記他のネットワークにおけるデータサービス
に情報を関係させるために確保する。このデータは、アドレス“００００”を有するグル
ープにおけるものと同様であるが、ここでは、２つのグループに分割され、アドレス“０
０００”を有するブロック３の内容（ＳＩＤ、ＤＢおよびＳＰ１の１ビット）と同様の情
報ＳＩＤ’、ＤＢ’およびＳＰ１’の１ビットを、アドレス“０１０１”を有するブロッ
ク３に置き、アドレス“００００”を有するブロック４の内容（ＤＴＩおよびＳＰ１の４
ビット）と同様の情報ＤＴＩ’およびＳＰ１’の４ビットを、アドレス“０１１０”を有
するブロック３に置く。アドレス“０１０１”および“０１１０”を有するブロック４の
双方は、他のデータネットワークの番組識別コード（ＰＩ（ＯＮ））を具える。ブロック
３は、最初のビットとしてのＮＬ０とＮＬ１ビットとを含み、これらの２つのビットは、
ＥＯＮにおいて使用したリンクと同様のリンクの形式を示す。双方のビットが“０”であ
る場合、リンクは許可されない。ＮＬ０＝“１”かつＮＬ１＝“０”である場合、ＧＬビ
ットにおいて使用される属性リンクと同様の属性リンクが許可され、これはＰＩコードの
第２の４ビットが１６進法で４..Ｆから続く値を有してもよいことを示す。ＮＬ０＝“０
”かつＮＬ１＝“１”である場合、拡張された属性リンクが存在し、ここで、ＰＩコード
の最後の４ビットは、１６進法で０ないしＦの範囲の値を有してもよい。ＮＬ１およびＮ
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アドレス“０１１１”を、他のネットワークの代わりの周波数を他のネットワークのＰＩ
コードＰＩ（ＯＮ）と共に提供するために確保することができる。好適には、前記代わり
の周波数をマッピングされた対において提供し、ここで、前記対の一方の周波数ＡＦ（Ｔ
Ｎ）を現在のデータサービスの代わりの周波数とし、前記対における他方の周波数ＡＦ（
ＯＮ）を前記現在のデータサービスがリンクされた他のネットワークにおけるデータサー
ビスの代わりの周波数とする。好適には、前記送信機は、同じ有効受信領域または場所お
よび範囲を有するマッピングされた周波数対における周波数において送信する。このマッ
ピングは、ＥＯＮ特徴における代わりの周波数のマッピングと同様である。アドレス“１
０００”を、データサービスはネットワークにおいて常には存在せず、ある期間中にのみ
存在するかもしれないため、前記他のネットワークにおけるデータサービスが存在する時
間におけるタイムスロット情報ＴＳを提供するために確保することができる。前記データ
領域におけるすべてではないビットをこの情報を提供するために使用する場合、残りを、
他のデータサービスにおいて送信される追加の情報のサービスプロファイルＳＰ２’と、
他のデータサービスのＰＩコードＰＩ（ＯＮ）とを送信するために使用してもよい。アド
レス“０１０１”、“０１１０”、“０１１１”および、任意に“１０００”を有するグ
ループを送信することによって、受信機に、このデータネットワークから他のデータネッ
トワークに切替えの瞬時を示すトリガの受け取りに応じて成功理に切り替えるための必要
な情報のすべてを提供する。
【００３１】
アドレス“１１１１”および／または“１１１０”を、前記トリガを提供するために使用
することができる。受信機が、すべての前記切替え情報を有し、アドレス“１１１１”お
よび／または“１１１０”を有するグループを受信する場合、前記受信機は、前記他のデ
ータサービスを搬送する他のネットワークのＰＩコードによって識別される番組に切り替
わる。前記切替え情報を、前記トリガに、すなわち、アドレス“１１１１”（および／ま
たは“１１１０”）を有するグループのデータ領域に置くこともできる。この目的のため
に、アドレス“１１１１”を、ブロック３における第１ビットによって識別される２つの
変形を提供するために確保する。Ｃ１５＝“０”の場合、残りの３１ビットの内容は、ア
ドレス“０１０１”を有するグループの最後の３１ビットと同じであり、Ｃ１５＝“１”
の場合、残りの３１ビットの内容は、アドレス“０１１０”を有するグループの最後の３
１ビットと同じである。もし望むなら、アドレス“１１１０”に関係するデータ領域をア
ドレス“１１１１”に関するのと同様であるが、前記サービスプロファイルにおいて異な
らせ、ここでは前記他のデータサービスの追加の情報のサービスプロファイルとする。し
かしながら、アドレス“１１１０”に属するデータは必須ではなく、アドレス“１１１１
”は、前記トリガと前記切替え情報のいくつかとを提供するのに実際には十分である。
【００３２】
図４は、本発明において使用する第１のフローチャートを示す。このフローチャートは、
サービスの選択を説明し、ここで、前記追加の情報を前記サービスが求めるサービスに適
合するか否かに応じて格納する。図４のアルゴリズムを図２のコントローラ１０３におい
て実現し、前記情報を格納手段１０５に格納することができる。表１において、図４のブ
ロックの簡潔な説明を与える。
【００３３】
【表１】
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【００３４】
ブロックIにおいて、ＲＤＳ　ＴＭＣサービスを選択する。この選択を、種々の方法にお
いて行うことができる。利用可能なサービスをメモリに（例えば、製造者によって、また
はユーザ自身によって）格納し、ユーザが興味を持つこれらのサービスのみを選択する。
前記受信機が学習能力を有し、前記受信機がすべての受信されたサービスを格納し、それ
によってデータサービスの局所的なデータベースを構築ことも可能である。ユーザは、こ
れらのサービスを後に取り消すことができ、彼が興味を持つこれらのサービスの選択を行
うことができる。さらに、これを動的に実現することができ、すなわち、サービスを受信
した瞬時を、ユーザが、そのサービスを無視するか、格納するか、実際にアクセスするコ
マンドとして与えることができる。これを、図５と関連して説明するように、所望のサー
ビスに関する検索によって、または他のデータサービスとのリンクを通じて自動的に行う
こともできる。
【００３５】
次にブロックIIにおいて、前記サービスのグループ形式コードを決定する。規定されたグ
ループ形式コードである（および、前記データサービスのグループ形式コードが既知であ
る）場合、このブロックを飛ばすことができる。本出願人の同時係属出願に記載のように
、このブロックは、グループ形式コードに対するリンクを有するデータ形式識別子の表を
読み出すことを含むことができる。しかしながら、これは、本発明の主要な部分ではない
。グループ形式コードを決定した後、次にブロックIIIにおいて、正しいグループ形式コ
ードを有する（そしてビットＢ４を“１”に設定された）グループにおけるデータを復号
化する。正しいグループ形式コードを有するがビットＢ４を“０”に設定されたグループ
におけるデータを、適当な（警報Ｃ）プロトコルに従って処理してもよい。これは本発明
には関係せず、したがってより詳細には扱わない。次にブロックIＶにおいて、前記グル
ープにおけるアドレスが“００００”であるどうかを検査する。前記アドレスが“０００
０”である場合、次にブロックＶIIにおいて、ＳＩＤ、ＤＴＩ、ＳＰ１、ＤＢおよびＡＦ
Ｉ（これらの略語の意味は以前に説明している）のような前記データサービスにおける追
加の情報を復号化する。ブロックＶIIに続いてブロックＶIIIにおいて、前記データサー
ビスが求めるまたは選択したサービスと一致するかどうかを検査する。この検査は、正し
いサービスプロファイル（ＳＰ１／２）を、または正しいデータベースＤＢ等を基礎とす
ることができる。一般に、この検査は、以下の項目、ＳＩＤ、ＤＴＩ、ＳＰ１（、ＳＰ２
）およびＤＢのいずれか、またはいずれの組み合わせを含むことができる。前記検査が肯
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定的な返答を返す（前記サービスが求めるサービスと一致した）場合、次にブロックＸに
おいて、前記一時的に格納したデータを保持し、前記検査が否定的な場合、次にブロック
IＸにおいて前記一時的に格納したデータを消去し、本アルゴリズムは開始に戻る。ブロ
ックIＶにおいて答えがノーである（“００００”のアドレスではない）場合、前記アド
レスが“０００１”..“１０００”の範囲内であるかどうかを検査する。ノーの場合、本
アルゴリズムは開始に戻り、イエスの場合、次にブロックＶIにおいて、前記グループに
おけるデータを復号化し、一時的に格納する。もちろん、前記サービスが求めるサービス
と一致することを決定した後、アドレス“０００１”..“１０００”を有するグループに
おけるデータの復号化を続けることができる。しかしながら、このフローチャートは、ど
のように、データサービスの選択を例えば図２のものである受信機において実現できるか
の一例を与える。このようなサービスの選択を実現する唯一の可能な方法であることを意
図するものではない。
【００３６】
図５は、本発明において使用する第２のフローチャートを示す。表２において、図５のブ
ロックの簡潔な説明を与える。
【００３７】
【表２】

【００３８】
ブロックＸIにおいて、“１１１１”または“１１１０”に等しいアドレスを有するグル
ープの形態におけるトリガを受信したかどうかを検査する。答えがノーの場合、本アルゴ
リズムはその開始に戻る。答えがイエスの場合、次にブロックＸIIにおいて、時間Ｔｍａ
ｘが経過したかどうかを検査する。この時間Ｔｍａｘは、トリガの最初の受け取りの後、
前記他のネットワークへの切替えを行わなければならない前に待つことができる最長時間
である。時間Ｔｍａｘがまだ経過していない場合、前記トリガを具えるグループにおける
トリガ情報を復号化する。次にブロックＸIＶにおいて、すべてのトリガ情報を受信した
かどうかを検査する。これは、アドレス“１１１１”および“１１１０”を有するグルー
プのすべての変形の受け取りを含む。前記トリガ情報が完全でない場合、本アルゴリズム
は開始に戻り、再びブロックＸI、ＸII、ＸIIIおよびＸIＶを、時間Ｔｍａｘが経過する
か、前記トリガ情報が完全になるまで通過する。次にブロックＸＶにおいて、受信機は、
前記トリガ情報において示される他のネットワークに同調する。ハイエンド受信機の場合
において、前記受信機は、アドレス“０１１１”を搬送するグループを受信したときに、
他のネットワークの代わりの周波数に直接切り替わる。他のネットワークの代わりの周波
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数用のメモリを持たないローエンド受信機の場合において、他のネットワークのＰＩコー
ドＰＩ（ＯＮ）を具える番組の検索を開始する。このような番組が見つかった場合、本ア
ルゴリズムは、ブロックＸＶIに進み、前記他のネットワークが適切なデータサービス等
を搬送しているかどうかを、前記トリガ情報（すべて前記他のネットワークに属するＳＩ
Ｄ、ＤＴＩ、ＤＢ、ＳＰ１（、もし利用できればＳＰ２））を完全にまたは部分的に前記
他のネットワークのデータサービスについての情報を具える前記他のネットワークにおけ
るアドレス“００００”を有するグループにおいて見られるデータと比較することによっ
て検査する。次にブロックＸＶIIIにおいて、前記検査が確認された（正しい他のネット
ワークが見つかった）場合、前記トリガ情報をリセットし、前記受信機はブロックＸIに
戻り、新たなトリガ情報および新たなトリガを待つ。このトリガ情報および新たなトリガ
を、前記受信機をその元のネットワークまたは再び他のネットワークに戻すために、前記
他のネットワークのデータサービスの追加の情報において供給する。前記検査が確認され
ない（正しい他のネットワークが見つからない）場合、前記受信機は、元のネットワーク
に切り替わる。切替えのこの例において、前記トリガ情報をトリガグループそれ自身にお
いて供給する。アドレス“０１０１”および“０１１０”（ＳＰ２もトリガ情報として必
要である場合“１０００”も）を有するグループにおいてトリガ情報を受信することもで
きる。この場合において、前記トリガ情報を完全に受信した場合、前記切替えを、前記ト
リガグループにおけるトリガ情報をさらに復号化することなく、直接または適当な瞬時に
おいて行うことができる。前記切替えの適当な瞬時を、必要ならば、アドレス“１０００
”を具えるグループにおけるタイムスロット情報から得てもよく、このタイムスロットは
、前記他のネットワークが関連したデータを伝送するときを示す。これをどのように実現
するかは、解決している。より重要なことは、本発明においてこのような情報を供給する
ことができることである。ＰＩコードＰＩ（ＯＮ）を搬送する番組の検索は、（以前に説
明したように）各々、アドレス“０１０１”および“０１１０”を有するグループにおい
て与えられるようなビットＮＬ０およびＮＬ１によって影響されるかもしれない。これら
のビットは、どの位正確に見つかった番組のＰＩコードが前記追加の情報において受信さ
れたＰＩ（ＯＮ）と一致しなければならないかを示す。ここに説明したアルゴリズムを、
もちろん、現在受信しているデータサービスに対する追加の情報を搬送するグループ、す
なわち、正しいグループ形式を有し、ビットＢ４を“１”に設定されたこれらのグループ
に用いる。このように、図５は、あるデータサービスから他のネットワークにおける他の
データサービスへの切替えの可能な実現の一例を示す。この方法においてＥＯＮ特徴に類
似した特徴を提供する。
【００３９】
図３および４のアルゴリズムを、前記受信機のコントローラ１０３において実現すること
ができ、上記図のアルゴリズムを実現することができる。ここで、格納手段１０５を、例
えば、図４のブロックＸにおけるようなデータの格納に使用する。さらに、前記トリガ情
報を、図５のブロックＸＶIにおける前記他のネットワークからの復号化データと比較す
るために、この復号化データを格納する必要があるかもしれない。これを、格納手段１０
５において行ってもよい。
【００４０】
与えた例において、グループ形式８がＴＭＣを具えることを仮定した。しかしながら、Ｔ
ＭＣを、他のグループ形式において送信してもよい。データサービスの個々のグループ形
式への割り当ては、本出願人の同時係属出願の問題であり、本発明に特に関係するもので
はない。これは、図４のブロックIIに関しても言える。
【００４１】
上述したＲＤＳ　ＴＭＳの例において、一般的な言い方で、データネットワークに属する
追加の情報を、個々のデータサービスを伝送するグループにどのように入れるかを説明し
た。この追加の情報は、前記データサービスおよびサービス提供者の広範囲な識別を可能
にし、同じデータネットワークを搬送する代わりの周波数へ、または現在のデータネット
ワークにリンクされた他のデータネットワークの代わりの周波数へ切り替えるための情報
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こで、他のグループにおいて前記追加の情報を極めて良好に提供することができるとして
も、必要な追加の情報のすべてをデータサービスそれ自身と同じグループ内で提供する。
これは、しかしながら、データサービスを搬送するグループを、前記データサービスに関
連する追加の情報を搬送するグループにリンクする方法を必要とし、これはオーバヘッド
をより大きくし、したがってデータ容量が減少するかもしれない。
【００４２】
図４および５のアルゴリズムを、図２の受信機において、コントローラ１０３において実
現することができる。もちろん、これらのアルゴリズムを、ハードウェアにおいて実現す
ることもできる。
【００４３】
本発明を、ＲＤＳ　ＴＭＣデータサービスを使用して説明したが、本発明は、この用途に
限定されない。ＲＤＳの他のデータサービスに用いることもできる。さらに、本発明は、
その用途において、ラジオデータシステムに限定されず、同じネットワークに属しても属
さなくてもよい多数の送信機からデータサービスを送信するどのようなシステムにも使用
することができる。本発明を、他のネットワークにリンクされ、他の送信機において送信
してもよいデータサービスを提供するシステムにおいて使用することもできる。さらに、
本発明を、番組信号およびデータ信号をキャリヤに変調し、前記データ信号が番組に関係
するデータを具えず、データサービスのみを具えるシステムにおいて使用することができ
る。容易に理解されるように、変調の形式（ＡＭ／ＦＭ／等）は、本発明にとって本質的
なことではなく、前記キャリヤに変調するために前記データ信号を番組信号に結合する方
法でもない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるラジオ放送システムの図を示す。
【図２】本発明によるラジオ放送受信機を示す。
【図３Ａ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｂ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｃ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｄ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｅ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｆ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｇ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｈ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｉ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｊ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｋ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｌ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｍ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図３Ｎ】本発明による追加の情報を具えるＲＤＳ　ＴＭＣグループの図を示す。
【図４】本発明において使用する第１のフローチャートを示す。
【図５】本発明において使用する第２のフローチャートを示す。
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